
　
６
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
本
市
を
襲
っ
た
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
り
、
住
宅
１
棟
が
全
壊
し
た
の
を
は
じ
め
、
床

上
・
床
下
浸
水
、
道
路
冠
水
、
倒
木
、
車
両
水
没
な
ど
の

被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
大
曽
一
丁
目
の
八
幡
山
東
側
で

は
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
勧
告
命
令
が
出
さ
れ
、
10
世

帯
28
名
が
東
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
避
難
、
う

ち
２
世
帯
４
名
が
市
営
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
わ
が
会
派
で
は
、
急
き
ょ
17

日
に
、
災
害
復
旧
に
迅
速
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民

が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
要
望
書
を
ま
と
め

佐
藤
市
長
と
熊
本
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
（
要
望
書
の
内

容
は
２
面
）

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　異常気象による長雨の影響で農作物にも

被害が出ています。



　
「
宇
都
宮
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び
有
効
活
用
に
関
す
る
条

例
」
（
空
き
家
等
条
例
）
が
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
同

条
例
は
、
所
有
者
等
の
管
理
責
任
及
び
利
活
用
意
識
の
向
上
を
図

り
、
空
き
家
等
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
等
に
管
理

を
義
務
付
け
、
適
正
管
理
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　
宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
は
６
月

17
日
の
一
般
質
問
で
、
わ
が
会
派

の
櫻
井
啓
一
議
員
の
質
問
に
答
え
、

今
年
９
月
の
設
定
を
目
指
し
て
進

め
て
い
る
「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」

の
取
り
組
み
状
況
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　
「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」
は
登
下

校
時
の
交
通
安
全
の
確
保
が
目
的

で
、
市
教
育
委
員
会
が
小
学
校
の

周
囲
約
５
百
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を

重
点
エ
リ
ア
と
し
て
設
定
。
保
護

者
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら
、
危
険

箇
所
の
看
板
設
置
や
、
路
面
表
示
・

路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化
、
区
域
を
定

め
て
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
規

制
を
行
う
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
設
定

な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
、
水
戸
市
、
前
橋
市
、

高
崎
市
の
４
市
長
で
構
成
す
る
「
北

関
東
中
核
都
市
連
携
会
議
」
の
初

会
合
が
４
月
15
日
、
宇
都
宮
市
役

所
で
開
か
れ
、
４
市
が
協
調
・
連

携
し
て
北
関
東
圏
域
全
体
の
発
展

を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。

　
会
合
で
は
、
北
関
東
圏
域
全
体

と
し
て
の
魅
力
や
自
立
性
・
存
在

感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
必

要
に
応
じ
て
「
北
関
東
中
核
都
市

連
携
会
議
」
と
し
て
国
等
へ
の
提

言
等
も
行
っ
て
い
く
考
え
。
ま
た
、

次
回
会
合
を
水
戸
市
で
開
催
す
る

こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

　自由民主党議員会は６月17日、大雨被害対策に

関する要望書を佐藤市長と熊本議長に提出しました。

要望書
　昨日夕方から発生した大雨（ゲリラ豪雨）により、

人的被害は無かったものの、床上・床下浸水の住

家被害、道路冠水や車両水没、更には倒木や土砂

崩れ等が発生し、周辺住民への避難勧告が出され、

東地域コミュニティセンターなどに避難を余儀な

くされました。

　これらに対処するために、今後の住民への安全

確保や災害の復旧について、全力を傾注している

ことと思いますが、迅速に対策を講じると共に、

市民が安全・安心して生活が送れるよう、下記の

とおり要望いたします。

記

１．土砂崩れ箇所については、各関係機関と現地

調査を行い、二次災害防止と速やかに安全対策

を取ること、更には、復旧工事を完全に実施す

ること。

２．今後の大雨（ゲリラ豪雨）の被害防止と対策

が実施されるよう、未然防止対策と公共施設の

点検と安全対策を行うこと。

３．近年の大雨（ゲリラ豪雨）や都市化の進展に

より、自然環境と社会環境が変化していること

から、今後の雨水対策について十分に検討する

こと。

　
「
空
き
家
等
条
例
」
は
三
月
議

会
で
全
会
一
致
で
成
立
。
６
月
定

例
会
の
一
般
質
問
で
、
市
は
、
わ

が
会
派
の
増
渕
一
基
議
員
の
質
問

に
答
え
、
市
民
へ
の
周
知
と
公
平

性
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
い
く
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
空
き
家
等
条
例
」
は
①
所
有

者
等
に
よ
る
管
理
責
任
及
び
利
活

用
意
識
の
向
上
②
空
き
家
等
の
適

正
管
理
対
策
の
徹
底
―
を
目
的
と

し
、
①
適
正
な
義
務
履
行
の
確
保

②
緊
急
事
態
へ
の
対
応
③
市
民
協

働
の
推
進
④
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
の
反
映
な
ど
の
内
容
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
条
例
に
は
、
弁
護
士
や
建
築

士
等
で
つ
く
る
『
空
き
家
等
対
策

審
議
会
』
か
ら
意
見
を
聴
き
、
緊

急
の
場
合
、
「
命
令
」
や
「
緊
急

措
置
」
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
◆
条
例
施
行
に
関
連
す
る
施
策

★
地
域
活
動
費
補
助
制
度
【
新
設
】

活
動
費
の
一
部
を
、
地
域
ま
ち

づ
く
り
組
織
に
対
し
て
補
助

★
住
宅
取
得
補
助
制
度
【
新
設
】

中
心
市
街
地
の
新
築
・
中
古
住

宅
の
取
得
に
対
し
、
住
宅
取
得

費
用
の
一
部
補
助

★
若
年
夫
婦
・
子
育
て
世
帯
家
賃

補
助
制
度
【
拡
充
】

中
心
市
街
地
の
民
間
賃
貸
住
宅

へ
の
転
居
（
若
年
夫
婦
世
帯
等
）

に
対
す
る
実
質
家
賃
額
の
一
部

補
助

★
住
宅
改
修
補
助
制
度
【
拡
充
】

住
宅
の
改
修
を
行
う
際
、
工
事

　
　
　
費
の
一
部
補
助

★空き家に関する相談
� 生活安心課　☎028（632）2266

★空き地に関する相談
� 環境保全課　☎028（632）2405

　
宇
都
宮
市
、
水
戸
市
、
前
橋

市
、
高
崎
市
の
４
市
議
会
議
長

が
５
月
22
日
、
宇
都
宮
市
で
会

合
を
開
き
、
「
北
関
東
中
核
都

市
議
長
会
議
」
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
「
（
４
月
に
発

足
し
た
）
４
市
長
の
会
議
を
議

会
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
、
北

関
東
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」

と
し
て
、
本
市
の
熊
本
和
夫
議

長
が
他
の
三
市
議
会
議
長
に
働

き
か
け
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
合
で
は
、
４
市
長
で
構
成

す
る
「
北
関
東
中
核
都
市
連
携

会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
４
市
議
長
と
し
て
も
関

係
情
報
を
共
有
化
し
、
意
見
交

換
・
調
査
検
討
し
て
い
く
こ
と

や
各
市
の
主
要
事
業
へ
の
相
互

参
加
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
４
市
間
の
連
携
に
つ

い
て
の
協
議
や
、
茨
城
県
の
東

海
第
二
原
発
で
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
く
こ
と
で
も
一
致
し

ま
し
た
。

　
会
議
は
、
年
１
回
開
催
。
開

催
時
期
は
「
北
関
東
中
核
都
市

連
携
会
議
」
の
後
と
し
、
同
会

議
で
の
協
議
内
容
の
報
告
後
、

各
市
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
会
議
は
持
ち
回
り
で
、
第
１

回
は
今
冬
、
水
戸
市
で
開
催
し
、

原
発
関
連
施
設
の
視
察
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

熊本議長（中央）と渡辺副議長（左端）熊本議長（中央）と渡辺副議長（左端）



　
―
認
知
症
対
策
は
、
地
域
で
の

身
近
な
支
え
合
い
が
重
要
。
本
市

の
考
え
方
や
具
体
的
な
取
組
は
。

佐
藤
市
長
　
認
知
症
の
方
や
家
族

が
安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
「
周
囲
の
方
の

協
力
」
、
「
地
域
で
の
見
守
り
」

が
重
要
。
今
後
も
認
知
症
対
策
の

よ
り
一
層
の
充
実
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
―
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０

１
４
開
催
に
あ
た
り
、
ホ
テ
ル
・

旅
館
の
防
火
安
全
体
制
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
現
状
と

今
後
の
取
組
は
。

小
池
消
防
長
　
本
年
４
月
に
「
防

火
対
象
物
に
係
る
表
示
制
度
」（
適

マ
ー
ク
）
の
運
用
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
利
用
者
な
ど
の
安

全
・
安
心
を
さ
ら
に
確
保
す
る
た

め
、
適
マ
ー
ク
普
及
の
促
進
と
と

も
に
、
火
災
予
防
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
心
市
街
地
活
性
化

②
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
の
推

進

③
平
成
25
年
度
包
括
外
部
監
査

④
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

◆
空
き
家
等
条
例
に
つ
い
て

◆
大
雪
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
に

つ
い
て

◆
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０

１
４

◆
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て

◆
八
幡
山
公
園
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
に
つ
い
て

◆
図
書
館
に
よ
る
地
域
の
課
題
解

決
支
援
に
つ
い
て

　宇都宮市議会は、本会議を無断で欠席

した西房美議員に対し、６月13日の本会

議で、10日間の出席停止を科すことを決

定しました。

　西議員は今年３月定例会の閉会日にお

ける採決態度の誤りを認め謝罪したばか

り。それにもかかわらず、今回、本会議

を無断欠席し、西議員のみが反対を表明

していた議案を含むすべての採決を放棄。

これに対し、６会派の６名の議員から懲

罰動議が議長に提出され、懲罰特別委員

会を設置し審議した結果、懲罰を科すこ

ととしました。

　
―
今
後
の
人
口
減
少
は
確
実
。

市
内
の
不
均
衡
も
顕
著
に
表
れ
て

い
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
課
題
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

定
住
化
促
進
策
は
。

佐
藤
市
長
　
人
口
減
少
、
人
口
構

造
の
変
化
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
力
低
下
に
繋
が
る
と
と
も
に
生

産
力
の
低
下
や
社
会
保
障
費
の
増

大
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
人
口
減

少
や
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
で

き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
―
本
年
２
月
の
記
録
的
な
大
雪

に
よ
り
、
倒
木
等
の
森
林
被
害
が

見
受
け
ら
れ
る
。
被
害
状
況
と
今

後
の
対
策
は
。
ま
た
、
国
に
お
い

て
は
山
の
日
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
森
林
資
源
の
観
光
活
用
と
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
た
取
組
は
。

岡
本
経
済
部
長
　
民
有
林
整
備
事

業
で
の
支
援
や
国
や
県
の
補
助
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
被
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
森
林
の
観
光

活
用
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
、

魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
は
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
北
関
東
中
核
都
市
の
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
東
西
基
幹
公
共
交
通
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
営
業
主
体
の
確
保

③
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

④
都
市
計
画
制
度

◆
行
政
改
革
に
つ
い
て

◆
非
常
勤
嘱
託
員
の
任
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
の
推
進
に
つ

い
て

◆
都
市
魅
力
の
創
造
に
つ
い
て

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
対

策
に
つ
い
て

　市民の方から本紙をはじめとする当会の
活動等に関する数多くのご意見・ご要望等
が寄せられています。下記にその一部をご
紹介します。

・私は30代のころから路面電車に関心があり、
宇都宮市内に開通する夢を見てきました。
宇都宮の発展に数えきれない効果がある
と思います。子どもたちのため、宇都宮
市のためにも、メリットは大きいと思い
ます。市議会自由民主党の皆さん頑張っ
て一日も早い開通お願いします。　　　
　　　　　　　　　　　　70歳代男性
・
　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄
せください。

　第２回の今回は、「海外との比較で見た
日本の現状」を取り上げてみます。

　日本においても、海外の都市と同様に、
環境問題、高齢化社会の到来など課題を抱
えています。国では、普及を図るべく様々
な方策に取り組んでいますが、各都市にお
いては、海外のような取り組みができない
のが現状です。
　この遅れの理由は、前回のシリーズで記
載したＬＲＴ整備のための基礎的なポイン
ト（交通結節点の整備、交通の統合、まち
づくりの視点、都市のインフラ）が日本に
おいては、共有されていないということが
言われています。
　日本では、公共交通は独立採算制で成立
すべき事業という認識が根強く、交通事業
はまちづくりのツールであるという考え方
にコンセンサスが得られていません。した
がって、ＬＲＴの議論にたどり着く前に、
バスネットワークそのものが苦戦を強いられ、
交通システムの検討が進まなくなってしま
うということになります。
　さらには、自動車という私的な交通手段
に頼ることに慣れた市民にとって、中心市
街地の自動車の乗り入れの抑制といったこ
とに、強い抵抗感があり、公共交通のため
の空間確保についても、なかなか理解が得
られにくくなっているようです。
　これらが、なかなかＬＲＴが進まない原
因とされてきています。

　アメリカ西海岸オレゴン州にポートラン
ド（人口は本市と同規模）という都市があ

ります。全米で最も住みたい都市の最上位
にランクされていますが、その背景には自
動車利用抑制とともに、ＬＲＴをはじめと
する公共交通網が機能的に張り巡らされて
いることや緑豊かな街の美しさ（有名なア
イルランドのレイキャビクに続く、世界第
２位の環境に優しい都市）にあると言われ
ているようです。
　ポートランドのＬＲＴについては、自動
車中心のまちづくりへの反省から、1980年
代前半に最初の路線が建設され（約24km、
1986年に開業）、現在４路線（総延長約77km）
が整備されています。
　また、トランジットセンター（交通結節点）
の整備やわかりやすい料金体系をとり入れ
ることにより、バスの利用者も相乗的に増
加しています。
　なお、ポートランドのＬＲＴやバスには
自転車運搬用のスペースが用意されており、
このため自転車の通勤者が８％（アメリカ
主要都市の中で第１位）を占めるほど自転
車利用が多く、自動車利用の抑制に効果を
あげているとのことであります。

　本市の30年後の将来が、ポートランドの
ようになるかはわかりませんが、都市間競
争に勝ち抜き、本市が「日本で最も住みた
い都市」になるためには、現在を生きる私
たちの決断が何よりも大切ではないかと思
っています。



　宇都宮市議会は５月８日、平成26年第3回臨時会を開き、
市執行部提出の一条中学校改築工事請負契約の締結（28億
4,080万円）、一条中学校改築空調設備工事請負契約の締結
（2億4,084万円）を原案通り可決、宇都宮市国民健康保険税
条例の一部改正の専決処分を承認しました。
　一条中学校は平成28年５月に全ての工事を完了し、８月に
供用開始となる予定です。

 宇都宮市議会は６月11日から30日までの20日間の会期で平
成26年第4回定例会を開き、平成26年度一般会計補正予算案
など市執行部提出の議案20件、議員案２件を原案通り可決し
ました。
●平成26年度宇都宮市一般会計補正予算（5億8,542万4千円）
●平成26年度宇都宮市都市開発資金事業特別会計補正予算
●宇都宮市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定
●宇都宮市学校教育問題対策推進条例の制定
●宇都宮市税条例等の一部改正
●宇都宮市行政財産使用料条例及び宇都宮市下水道条例の一
部改正
●宇都宮市市営自転車競走実施条例の一部改正
●宇都宮市景観条例の一部改正
●宇都宮都市計画事業平松本町第三土地区画整理事業施行条
例の一部改正
●宇都宮市火災予防条例の一部改正
●宇都宮市体育施設条例の一部改正
●宇都宮市監査委員の選任について（２件）
●市の境界変更
●市の境界変更に伴う財産処分に関する協議
●市町の境界変更
●市町の境界変更に伴う財産処分に関する協議
●損害賠償の額の決定及び和解

●市道路線の認定及び廃止
●字の廃止
●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申
●精神障がい者相談員の法制化を求める意見書

＝以上原案通り可決

●精神障害者相談員の法制化を求める意見書提出に関する陳情� →採　択
●「介護・医療総合確保法案」の撤回についての意見書の提出を求める陳情� →不採択
●ドリームプールかわちの入札に関する陳情� →不採択
●「労働法制の改悪に反対し、良質な雇用を求める意見書」の提出を求める陳情�→不採択
●「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出を求める陳情�→不採択
●労働者保護ルール改定反対を求める意見書提出に関する陳情�→不採択


